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色白は七難隠すというけれど。



が
ん
ば
っ
て
い
る
学
生
、
グ
ル
ー
プ
、
注
目
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
ご
紹
介
。

7
月
31
日
、
文
部
科
学
省
「
ス
ポ
ー

ツ
功
労
者
顕
彰
・
国
際
競
技
大
会
優
秀

者
等
表
彰
式
」
が
都
内
で
行
な
わ
れ
、

本
学
女
子
柔
道
部
の
井
上
舞
子
さ
ん

（
経
営
学
部
経
営
学
科
4
年
）
並
び
に
、

そ
の
指
導
者
と
し
て
野
瀬
英
豪
監
督

が
、
国
際
競
技
大
会
優
秀
者
等
表
彰
を

受
章
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
世
界
的
規
模
の
ス
ポ
ー
ツ

競
技
会
に
お
い
て
、
特
に
優
秀
な
成
績

を
収
め
た
者
及
び
そ
の
指
導
に
多
大
な

貢
献
が
あ
っ
た
指
導
者
を
、
文
部
科
学

大
臣
が
そ
の
栄
誉
を
讃
え
表
彰
す
る
も

の
で
す
。

8
月
6
日
か
ら
3
週
間
、
カ
ナ
ダ
・

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
カ
ム

ル
ー
プ
ス
市
に
あ
る
、
ト
ン
プ
ソ
ン
リ

バ
ー
ズ
大
学
で
英
語
研
修
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
、
メ
キ
シ
コ
、
台
湾
、

中
国
、
エ
ク
ア
ド
ル
、
イ
タ
リ
ア
か
ら

も
学
生
が
参
加
し
、
計
56
名
で
し
た
。（
日

本
人
は
37
名
）
。
本
学
か
ら
は
8
名
（
千

葉
5
名
、
埼
玉
3
名
）
の
学
生
が
第
１
期

生
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
は
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー

か
ら
飛
行
機
で
45
分
の
距
離
に
あ
り
、

多
く
の
山
や
広
大
な
川
に
囲
ま
れ
、
落

ち
着
い
た
環
境
で
す
。
英
語
学
習
に
加

え
、
カ
ナ
ダ
の
大
自
然
を
満
喫
で
き
る

　
今
回
の
受
章
は
「
第
29
回
ユ
ニ
バ
ー
シ

ア
ー
ド
競
技
大
会
（
2
0
1
7
年
／
台

北
）」
に
お
い
て
柔
道
女
子
団
体
戦
で
全

日
本
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
優
勝

に
貢
献
し
た
井
上
舞
子
さ
ん
と
、
そ
の

指
導
者
と
し
て
野
瀬
英
豪
監
督
が
選
出

さ
れ
た
も
の
で
す
。

7
月
31
日
〜
8
月
3
日
、
宮
城
県
石

巻
市
立
雄
勝
中
学
校
に
て
、
第
8
回
学

習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
し
ま
し

た
。
千
葉
・
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
３

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
発
生
当
時
、
淑
徳
大

学
の
卒
業
生
が
中
学
校
の
校
長
先
生

を
務
め
て
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
始

ま
っ
た
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す

が
、
今
年
も
高
校
受
験
を
控
え
た
中
学

8
月
9
日
、
千
葉
市
内
で「
ち
ば
産
学

官
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
設
立
の
た

め
の
包
括
協
定
締
結
式
と
設
立
総
会
が
開

催
さ
れ
、
本
学
の
磯
岡
哲
也
学
長
が
会
長

に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
設
立
の
目
的

は
、
地
域
内
の
複
数
の
高
等
教
育
機
関
が

連
携
す
る
と
と
も
に
、
行
政
や
産
業
界
と

協
働
・
共
創
す
る
こ
と
で
、
高
等
教
育
機

関
の「
魅
力
」
を
高
め
る
と
と
も
に
、
地
域

の
課
題
解
決
力
を
高
め
る
こ
と
で
す
。

　
千
葉
市
、
市
原
市
に
所
在
す
る
計
11
大

学
・
短
期
大
学
が
参
画
し
、
学
生
募
集
、

教
育
活
動
、
就
職
支
援
等
の
各
分
野
で
連

3
年
生
を
中
心
に
受
験
対
策
の
学
習
支

援
を
し
ま
し
た
。

学
習
支
援
以
外
に
も
、
雄
勝
名
物

「
硯
」
製
作
現
場
で
の
お
手
伝
い
、
震
災

当
日
の
状
況
を
知
る
方
の
説
明
を
聞
き

な
が
ら
大
川
小
学
校
跡
地
を
見
学
す
る

な
ど
、
多
く
の
学
び
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

携
す
る
と
と
も
に
、
産
学
官
連
携
の
取
り

組
み
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
9
月
13
日
に
千
葉
市
役
所
に
て

千
葉
市
と
の
協
定
締
結
式
を
行
い
ま
し

た
。
近
日
中
に
千
葉
商
工
会
議
所
と
も
包

括
協
定
を
結
ぶ
予
定
で
す
。

【
参
加
校
】
植
草
学
園
大
学
、
植
草
学
園
短

期
大
学
、
神
田
外
語
大
学
、
敬
愛
大
学
、

淑
徳
大
学
、
千
葉
経
済
大
学
、
千
葉
経
済

大
学
短
期
大
学
部
、
千
葉
明
徳
短
期
大
学
、

帝
京
平
成
大
学
、
東
都
医
療
大
学
、
放
送

大
学
（
五
十
音
順
）

カ
ヤ
ッ
ク
、
乗
馬
、
ゴ
ル
フ
と
い
っ
た

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
、
先
住
民
の
ア
ー

ト
ク
ラ
ス
な
ど
、
カ
ナ
ダ
の
文
化
を
学

べ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
構
成
と
な
っ
て
い

ま
す
。
学
生
は
英
語
力
の
向
上
に
加
え
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
し
て
カ
ナ
ダ
の
文

化
や
生
活
習
慣
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、
8
月
19
日
か
ら
8
日
間
の
日

程
で
、
中
国
の
天
津
大
学
で
語
学
研
修

や
異
文
化
研
修
が
行
わ
れ
、
6
名
（
千
葉

3
名
、
東
京
3
名
）
の
学
生
が
参
加
し
ま

し
た
。
中
国
の
文
化
体
験
や
世
界
遺
産

の
見
学
も
す
る
な
ど
、
充
実
し
た
時
間

を
過
ご
せ
ま
し
た
。

女
子
柔
道
部
井
上
舞
子
さ
ん
、
野
瀬
英
豪
監
督
が

「
国
際
競
技
大
会
優
秀
者
等
表
彰
」を
受
章

第
8
回
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施

カ
ナ
ダ
、
天
津
で
夏
期
研
修
を
実
施
し
ま
し
た

ち
ば
産
学
官
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
設
立
、

磯
岡
学
長
が
会
長
に
就
任

▲ 雄勝中学校 3 年生の皆さんと

▲ 文部科学省「スポーツ功労者顕彰・国際競技大会優秀者等
表彰式」にて受章された井上舞子さん（左）野瀬英豪監督（右）

　
2
0
2
0
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
各
大
学
で
は
、
大
会
へ
の
か

か
わ
り
方
が
模
索
さ
れ
て
い
ま
す
。
淑
徳
大
学
で
も
、

有
志
の
学
生
さ
ん
に
よ
る
大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
都

市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
参
加
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て

の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
教
育
と
し
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

オ
リ
パ
ラ
教
育
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
東
京
都
教

育
委
員
会
で
は
、
教
育
の
基
本
的
枠
組
み
と
し
て
、

オ
リ
パ
ラ
精
神
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、
環
境
の
4
つ

の
テ
ー
マ
を
掲
げ
、
重
点
的
に
育
成
す
る
5
つ
の
資

質
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
マ
イ
ン
ド
、
障
が
い
者

理
解
、
ス
ポ
ー
ツ
志
向
、
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
と

誇
り
、
豊
か
な
国
際
感
覚
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
5
つ
の
資
質
と
内
容
的
に
は
重
な
り
ま
す

が
、
本
学
で
も
建
学
の
精
神
で
あ
る
利
他
共
生
社
会

の
実
現
に
資
す
る
社
会
人
の
育
成
の
た
め
、
地
域
社

会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
か
か
わ
る
教
育
活
動
を
展
開
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
千
葉
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
2
0
1
0
年
度
か
ら
学

生
さ
ん
主
体
で
運
営
し
て
き
た「
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
大
会
」の
実
績
が
あ
り
、
市
内
で
開
催
さ

れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
3
種
目
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
4

種
目
へ
の
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
の
か
か
わ

り
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
埼
玉
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
大

会
2
年
前
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
、
三
芳
町
が
オ
ラ
ン

ダ
女
子
柔
道
チ
ー
ム
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
な
っ
た
こ

と
に
よ
る
三
芳
町
の
事
業
へ
参
画
し
ま
す
。
ま
た
、

埼
玉
県
の
県
政
出
前
講
座
を
活
用
し
、
授
業
の
な
か

で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
を
理
解
す
る
こ
と
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、す
で
に「
バ

リ
ア
フ
リ
ー
観
光
案
内
」や
現
代
日
本
文
化
の
紹
介

誌「
日
本
人
あ
る
あ
る
」な
ど
の
冊
子
制
作
等
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
各
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
地
元
の
自
治

体
と
の
連
携
の
も
と
、
学
部
学
科
の
特
色
を
活
か
し

た
教
育
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
個
々
の
授
業
で
も
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
意
識
し
た
授

業
づ
く
り
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

大
学
教
育
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
こ
の
よ
う
な
大
き
い
賞
を
い
た

だ
い
た
の
は
初
め
て
で
、
率
直
に

嬉
し
い
で
す
。
今
後
は
日
本
代
表

と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
、
よ
り

一
層
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

井上舞子さん

千葉市 熊谷市長とちば産学官連携プラットフォーム 磯岡会長

淑
徳
大
学
　
学
長

磯い
そ
お
か岡

哲て
つ
や也

▲11大学・短期大学の学長・副学長で締結しました
　（前列左から2番目が磯岡学長）

　
2
0
1
6
年
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
学
部
に
入

学
。
本
学
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
員
と
し
て
活
動

す
る
と
と
も
に
、
1
年
次
に
は
、
2
0
1
6
年
7

月
に
米
国
で
開
催
さ
れ
た
デ
フ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
世

界
選
手
権
日
本
女
子
代
表
チ
ー
ム
に
選
出
さ
れ
、

チ
ー
ム
と
し
て
世
界
4
位
の
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

　
2
年
次
に
は
、
ト
ル
コ
共
和
国
で
開
催
さ
れ
た

「
第
23
回
夏
季
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
サ
ム

ス
ン
2
0
1
7
」
の
デ
フ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

日
本
女
子
代
表
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
金
メ
ダ
ル

の
獲
得
に
大
き
く
貢
献
し
、
そ
の
功
績
が
称
え
ら

れ
、「
千
葉
県
知
事
賞
」
を
受
賞
し
た
他
、
12
月

5
日
に
は
デ
フ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
日
本
代
表

チ
ー
ム
と
し
て
天
皇
皇
后
両

陛
下
に
皇
居
で
拝
謁
後
、「
文

部
科
学
大
臣
賞
」
の
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。
学
業
成
績
も
優

秀
で
、
ま
さ
に
文
武
両
道
を

体
現
し
、
他
の
学
生
の
模
範

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　本学千葉キャンパス
アリーナも会場となっ
た「全日本バレーボー
ル選手権大会 千葉ラ
ウ ン ド 」に て 女 子 バ
レーボール部が3位と
健闘しました。

COVER PERSON　表紙の人

No. 223

天皇皇后杯千葉県ラウンドにて
女子バレーボール部が惜しくも 3 位

▲ バンクーバーからは、この小さな飛行機で移動しました 

▲ 世界遺産 天安門前の広場にて

コミュニティ政策学部 
コミュニティ政策学科 3年

村
むらき

木 玲
れ な

奈 さん

12



教
員
か
ら
の

―
―
学
生
に
伝
え
た
い
こ
と

　
淑
徳
大
学
は
「
総
合
福
祉
」「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
」「
経

営
」「
教
育
」「
看
護
栄
養
」「
人
文
」の
6
学
部
を
擁
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
ア
プ
ロ
ー
チ
は
異
な
り
ま
す
が
、
共
生
社

会
の
実
現
と
そ
れ
を
担
う
人
材
育
成
と
い
う
同
じ
目
的
に
向

け
て
、教
育・研
究
や
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
少
子
高
齢
化
社
会
が
私
た
ち
の
未
来
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
す
の
で
し
ょ
う
？
介
護
の
困
難
、
働

き
手
不
足
や
経
済
の
停
滞
、
社
会
保
障
費
の
増
大
な
ど
、
問

題
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
ま
た
、
A
I
（
人
工
知
能
）の
普

及
や
地
球
温
暖
化
の
進
行
な
ど
、
科
学
や
自
然
に
か
か
わ
る

問
題
も
「
人
間
」抜
き
に
は
考
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
つ

ま
り
、
す
べ
て
の
学
問
・
研
究
は
、
よ
り
よ
く
生
き
る
た
め

の
も
の
で
あ
り
、人
、さ
ら
に
自
然
界
の
す
べ
て
の
「
い
の
ち
」

と
つ
な
が
っ
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
そ
れ
だ
け
に
、本
学
の
半
世
紀
以
上
に
わ
た
る
教
育・研
究・

活
動
の
実
績
、
そ
し
て
新
た
な
取
り
組
み
を
社
会
に
向
け
て

発
信
し
、
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
先
生
方
の
研
究
や
活
動
の
深
い
知
見
に
触
れ
て
、

私
た
ち
の
学
び
や
活
動
の
意
味
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

2
0
0
3
年
の
犯
罪
対
策
閣
僚
会

議
「
犯
罪
に
強
い
社
会
の
実
現
の
た
め

の
行
動
計
画
」は
、
冒
頭
で
「
治
安
水

準
の
悪
化
と
国
民
の
不
安
感
の
増
大
」

と
状
況
を
規
定
し
ま
し
た
。
内
閣
府

や
研
究
機
関
に
よ
る
調
査
結
果
か
ら

は
、
犯
罪
認
知
件
数
が
減
少
し
て
も
、

人
び
と
の
不
安
感
は
必
ず
し
も
改
善

し
な
い
と
読
み
と
れ
ま
し
た
。「
安
全
」

と
「
安
心
」
に
は
乖
離
が
あ
る
の
で

す
。

　

他
方
、
日
本
全
体
へ
の
治
安
評
価
は

よ
く
な
い
が
、
自
分
の
住
ん
で
い
る

地
域
社
会
に
つ
い
て
は
そ
う
で
も
な

い
、
と
い
う
こ
と
も
示
さ
れ
ま
し
た
。

た
と
え
ば
、
2
0
1
4
年
に
社
会
安

全
研
究
財
団
が
実
施
し
た
全
国
調
査

で
は
、「
日
本
は
１
年
前
と
比
べ
て

治
安
が
良
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
か
、

悪
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
か
」と
い
う

問
い
に
対
し
、
52・4
％
が
「
悪
く
な
っ

た
」
と
回
答
し
、「
変
わ
ら
な
い
」
は

33・
2
％
で
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、「
あ

な
た
が
今
お
住
ま
い
の
地
域
は
…
」

　

私
は
看
護
学
科
で
老
年
看
護
学
を

担
当
し
て
い
ま
す
。
こ
の
領
域
で
は
、

あ
ら
ゆ
る
健
康
の
段
階
に
あ
る
高
齢

者
の
方
々
が
そ
の
人
ら
し
い
生
を
全

う
で
き
る
よ
う
な
生
活
支
援
や
疾
病

予
防
等
に
つ
い
て
学
修
し
ま
す
。

　

日
本
は
未
曾
有
の
超
高
齢
化
社
会

を
迎
え
、
今
や
人
生
1
0
0
年
を
見

据
え
た
高
齢
者
看
護
を
具
現
化
す
る

必
要
に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
平
均
寿
命
の
伸
び
に
対
す

る
健
康
寿
命
（
自
立
し
た
生
活
が
で
き

る
期
間
）は
思
う
よ
う
に
延
長
し
て
お

ら
ず
、
特
に
女
性
の
場
合
で
は
、
平

均
12
年
程
度
の
要
介
護
期
間
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
介
護
を
必
要
と
す

る
疾
病
の
中
心
が
認
知
症
で
す
。
認

知
症
は
加
齢
と
関
連
す
る
疾
病
で
あ

り
、
90
歳
を
超
え
る
と
半
数
以
上
の

方
に
発
症
す
る
こ
と
か
ら
、
い
ま
や

認
知
症
は
国
民
病
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
（
表
１
）。

　

近
年
、
認
知
症
を
め
ぐ
る
事
件
・

事
故
が
多
発
し
て
お
り
、
社
会
的
問

題
と
も
な
っ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の

通
り
で
す
。
こ
れ
ま
で
在
宅
の
認
知

症
患
者
の
介
護
は
主
に
家
族
に
委
ね

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
核
家
族
化
等

の
影
響
を
受
け
、
今
後
は
社
会
全
体

の
課
題
と
し
て
、
地
域
の
も
て
る
力

を
結
集
す
る
こ
と
が
、
認
知
症
に
罹

患
し
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活

す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
に

繋
が
っ
て
く
る
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
少
子
高
齢
化
を
背
景

と
し
た
社
会
的
要
請
を
受
け
、
学
部

地
域
連
携
委
員
会
で
は
、
平
成
29
年

度
研
究
推
進
事
業
と
し
て
、
昨
年
10

月
よ
り
地
域
の
拠
点
”ひ
だ
ま
り
“
に

て
、
毎
月
1
回
「
淑
徳
オ
レ
ン
ジ
（
認

知
症
）カ
フ
ェ
」を
地
域
と
の
協
働
運

営
と
い
う
形
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
認

知
症
の
不
安
の
あ
る
方
、
軽
度
認
知

症
の
方
や
家
族
を
対
象
と
し
て
、
大

学
教
職
員
と
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お

よ
び
介
護
福
祉
施
設
、
病
院
、
民
生

委
員
等
の
関
連
施
設
を
巻
き
込
ん
だ

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
可
能
と
な
っ

た
開
催
で
し
た
。
カ
フ
ェ
は
、
地
域

の
方
々
の
居
場
所
と
し
て
、
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
て
頂
く
ほ
か
、
認
知

症
の
相
談
・
教
育
と
し
て
の
講
演
・

家
族
支
援
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
方
々
に
受
け
入
れ
て
頂
き
、

認
知
症
カ
フ
ェ
を
利
用
す
る
方
々
に

と
っ
て
さ
ら
に
よ
り
良
い
居
場
所
と

な
る
べ
く
認
知
症
カ
フ
ェ
に
関
連
し

た
研
究
も
並
行
し
取
り
組
ん
で
い
る

現
状
で
す
。

と
た
ず
ね
る
と
、「
悪
く
な
っ
た
」
は

8.3
％
で
、
70・8
％
は
「
変
わ
ら
な
い
」

で
し
た
（
両
者
と
も
Ｎ
＝
2
0
2
8
）。

（
出
典
：
公
益
財
団
法
人
日
工
組
社
会

安
全
財
団
／
2
0
1
5
／
『
犯
罪
に

対
す
る
不
安
感
等
に
関
す
る
調
査
研

究
―
第
５
回
調
査
報
告
書
―
』：
43
―

44
）。
社
会
全
体
に
対
す
る
評
価
と
、

自
分
の
住
む
地
域
に
対
す
る
評
価
が
、

異
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

2
0
1
5
年
、
警
察
庁
生
活
安
全

企
画
課
に
設
置
さ
れ
た
調
査
研
究
会

に
よ
っ
て
、
全
国
統
一
治
安
意
識
調

査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
通

常
の
社
会
調
査
法
と
は
異
な
り
、
全

国
の
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
等
に
免
許

更
新
に
来
た
人
を
対
象
と
し
た
調
査

で
す
。
こ
の
調
査
に
よ
っ
て
、
は
じ

め
て
体
感
治
安
の
都
道
府
県
比
較
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
（
こ
の
報
告
書
は

『
地
域
の
犯
罪
実
態
の
分
析
に
向
け
た

意
識
調
査
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告

書
』と
し
て
警
察
庁
サ
イ
ト
で
公
開
さ

れ
て
い
ま
す
）。

　

こ
の
調
査
で
、「
あ
な
た
は
、
お
住

ま
い
の
地
域
の
治
安
を
ど
の
程
度
だ

と
お
感
じ
で
す
か
」と
、「
悪
い
」１
か

ら
「
よ
い
」５
ま
で
の
５
段
階
で
た
ず

ね
ま
し
た
（
各
県
約
１
０
０
０
サ
ン
プ

ル
。
Ｎ
＝49,844

）。
こ
れ
と
、
人
口

あ
た
り
刑
法
犯
認
知
件
数
と
の
関
係

を
以
下
の
散
布
図
に
し
、
回
帰
直
線

を
示
し
ま
し
た
。

　

人
口
あ
た
り
の
刑
法
犯
認
知
件
数

と
、
居
住
地
域
の
治
安
評
価
が
か
な

り
の
程
度
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
決
定
係
数
が0.669

で

す
か
ら
、
７
割
弱
の
一
致
と
み
て
よ

い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
、
社
会
調
査

の
結
果
と
し
て
は
、
か
な
り
高
い
値

で
す
。
と
な
る
と
、地
域
に
関
し
て
は
、

「
安
全
」は
「
安
心
」を
も
た
ら
す
こ
と

が
見
込
ま
れ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
何
が
人
び
と
に
不
安
や
安

心
を
も
た
ら
す
か
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る
研
究
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

お
す
す
め
書
籍

●
河
合
幹
雄
／
2
0
0
4
／
『
安
全
神
話

崩
壊
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
―
治
安
の
法
社

会
学
―
』
岩
波
書
店

●
浜
井
浩
一
・
芹
沢
一
也
／
2
0
0
6
／

『
犯
罪
不
安
社
会
』
光
文
社
新
書

●

小
俣
謙
二
・
島
田
貴
仁
［
編
］
／

2
0
1
1
／
『
犯
罪
と
市
民
の
心
理
学
』

北
大
路
書
房

●
中
谷
内
一
也
／
2
0
0
8
／
『
安
全
。
で

も
、
安
心
で
き
な
い
…
』
ち
く
ま
新
書

地
域
の
力
を
結
集
し
て
、
認
知
症
に
罹
患
し
て
も

住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
で
き
る
社
会
を

「安全」と「安心」は
どんな関係にあるのか

看護栄養学部看護学科

田
た し ろ

代 和
か ず こ

子 先生

コミュニティ政策学部コミュニティ政策学科

山
やまもと

本 功
いさお

先生

わたしの

「提言」

1

わたしの

「提言」

2

65～69 歳

3.8％
2.8％ 3.9％

11.7％
16.8％

35.0％

49.0％ 50.6％

4.9％

14.4％

24.2％

43.9％

65.1％

83.7％

0％

20％

女性
40％

60％

80％

100％

70～74 歳 75～79 歳 80～84 歳 85～89 歳 90～94 歳 95歳～

男性

3.30

2.00 4.00 6.00 8.00 10.00 12.00 14.00 16.00 18.00

3.40

3.50

3.60

3.70

3.80

3.90

4.00

4.10

よ
い

悪
い

人口千人あたり刑法犯認知件数

居
住
地
域
体
感
治
安

7 割近く
一致

y=-0.0518X＋4.1633
R2＝0.6692

秋田 山形

長崎

岩手

鹿児島

島根

福井
鳥取

新潟

高知

沖縄

北海道
神奈川
広島

奈良

愛媛

山梨
栃木宮城

和歌山
岐阜 東京

兵庫

福岡

愛知

大阪

茨城
埼玉

千葉

京都

滋賀
群馬

岡山
香川

三重

佐賀
福島

静岡

石川

宮崎
熊本 長野

徳島

山口
富山

青森
大分

【表 1】認知症有病率

（出典：朝日隆ほか『都市部における認知症有病率と認知症の生活機能障害
への対応　平成23年度〜平成27年度』）

淑徳オレンジカフェ

【図1】人口あたり刑法犯認知件数と居住地域体感治安
注）居住地域体感治安は、「悪い」1点〜「よい」5点で測定。点数が高いほど「よい」という評価である。

（出典：山本功,2017, 「都道府県別の居住地域体感治安と犯罪不安の分析」『政策と調査』12:57）

田代先生は、とても親しみやす
い人柄で、豊富な知識をもとに
何事にも学生と共に考え的確
なアドバイスをくださるところ
が、とても魅力的です。一緒に
いると癒されます。

　看護学科 4 年　小田 葵さん

教員からの「 」  ――学生に伝えたいこと

65歳以上全体の罹患率15％
85歳以上の35%
90歳以上の50%
※年齢が高いほど罹患率が高くなる

特 集
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人文学部表現学科

田
た な か

中 則
のりひろ

広 先生

　
「
世
界
遺
産
研
究
」「
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
論
」「
観
光
資
源
論
」「
地
域
観

光
研
究
」。
い
ず
れ
も
私
が
淑
徳
大
学

の
経
営
学
部
観
光
経
営
学
科
で
担
当

し
て
い
る
（
い
わ
ゆ
る
講
義
形
式
の
）

科
目
名
称
で
す
。

　

一
見
し
た
と
こ
ろ
、「
観
光
や
旅
行

に
関
連
し
て
い
そ
う
だ
」と
い
う
こ
と

以
外
、
さ
し
た
る
共
通
点
は
感
じ
ら

れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し

ど
れ
も
私
自
身
の
研
究
分
野
と
の
関

係
性
と
い
う
側
面
に
お
い
て
大
き
な

共
通
点
が
一
つ
あ
る
の
で
す
。

　

お
そ
ら
く
多
く
の
皆
さ
ん
が
「
観

光
経
営
学
科
」と
い
う
学
科
名
か
ら
イ

メ
ー
ジ
す
る
の
は
「
旅
行
業
や
ホ
テ
ル

業
、
航
空
産
業
な
ど
観
光
に
関
連
す

る
企
業
の
経
営
」で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
こ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
は
も
ち
ろ

ん
間
違
っ
て
い
な
い
の
で
す
が
、
本

学
科
が
扱
う
も
う
一
つ
の
重
要
な
領

域
が
「
観
光
地
を
は
じ
め
と
す
る
地
域

の
経
営
」で
す
。
そ
の
要
諦
は
、
一
般

的
に
観
光
地
と
呼
ば
れ
、
観
光
客
の

来
訪
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
経
済
的
・

社
会
的
に
成
り
立
っ
て
い
る
地
域
全

体
を
ど
の
よ
う
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す

る
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

大
き
な
広
が
り
を
持
つ
研
究
分
野

で
す
が
、
私
は
そ
の
中
で
も
「
心
地
よ

い
空
間
や
豊
か
な
時
間
を
提
供
す
る

た
め
に
観
光
地
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」

と
い
う
点
に
関
心
を
持
ち
、
そ
の
よ

う
な
地
域
の
姿
を
実
現
す
る
た
め
の

計
画
論
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

そ
の
背
景
に
あ
る
の
は
、「
人
間
は
な

ぜ
、
な
に
を
求
め
て
す
み
か
を
離
れ

旅
に
出
る
の
か
」と
い
う
人
間
の
行
動

に
対
す
る
問
い
か
け
だ
と
言
え
ま
す
。

　

従
っ
て
私
の
ゼ
ミ
に
所
属
す
る
学

生
諸
君
の
研
究
テ
ー
マ
は
、
観
光
地

に
お
い
て
①
人
（
観
光
客
や
住
民
）が

快
適
で
豊
か
に
過
ご
す
た
め
の
空
間

の
あ
り
方
や
よ
り
良
い
観
光
体
験
を

提
供
す
る
た
め
の
手
法
に
関
す
る
デ

ザ
イ
ン
、
あ
る
い
は
②
魅
力
的
な
観

光
地
と
し
て
の
地
域
の
将
来
像
を
描

く
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
計
画
づ
く
り
）で

す
。
そ
の
た
め
各
自
が
具
体
的
な
観

光
地
を
取
り
上
げ
、
対
象
地
域
の
特

性
と
観
光
客
ニ
ー
ズ
の
両
面
か
ら
現

状
分
析
と
課
題
の
把
握
・
整
理
を
行

い
、
課
題
解
決
の
方
策
に
つ
い
て
検

討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
冒
頭
で
触
れ
た
４
つ
の
担

当
科
目
で
す
が
、
通
底
す
る
の
は
「
観

光
地
の
経
営
」に
焦
点
を
絞
っ
た
科
目

で
あ
り
、
様
々
な
地
域
が
抱
え
る
課

題
の
解
決
に
観
光
と
い
う
「
手
段
（
あ

る
い
は
ツ
ー
ル
）」
が
貢
献
し
う
る
と

い
う
視
点
の
提
示
を
狙
い
と
し
て
い

る
点
で
す
。
こ
う
し
た
視
点
は
卒
業

後
に
地
域
と
密
接
な
関
係
性
を
有
す

る
職
を
得
た
際
に
も
役
立
つ
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
（
必
ず
し
も
観
光
関
連

産
業
に
限
り
ま
せ
ん
）。

　

最
後
に
、
近
年
私
自
身
は
自
然
環

境
に
恵
ま
れ
た
観
光
地
に
お
い
て
地

域
資
源
の
保
全
と
活
用
の
バ
ラ
ン
ス

の
最
適
化
を
い
か
に
図
る
か
を
念
頭

に
、
観
光
地
の
計
画
論
の
整
理
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
過
程
で
出

会
っ
た
「
自
然
の
風
景
論
自
然
を
め

ぐ
る
ま
な
ざ
し
と
表
象
」（
西
田
正
憲

著
）は
観
光
分
野
だ
け
に
フ
ォ
ー
カ
ス

し
た
書
籍
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
我

が
国
の
美
し
い
自
然
風
景
を
訪
ね
歩

く
こ
と
を
好
む
諸
氏
に
対
し
て
、
自

分
自
身
の
興
味
の
根
源
を
見
つ
め
直

す
興
味
深
い
視
座
を
示
し
て
く
れ
る

で
し
ょ
う
。

お
す
す
め
書
籍

●
西
田
正
憲
／
2
0
1
1
／
『
自
然
の

風
景
論
自
然
を
め
ぐ
る
ま
な
ざ
し
と
表

象
』
清
水
弘
文
堂
書
房

わたしの

「提言」

3

心地よい空間や豊かな時間を
提供するために
観光地はどうあるべきか

経営学部観光経営学科

堀
ほ り き

木 美
み つ ぐ

告 先生

世
界
に
向
け
た
情
報
発
信
の

あ
り
方
に
つ
い
て

わたしの

「提言」

4

　

近
年
、
日
本
か
ら
世
界
各
地
に
向

け
た
情
報
発
信
の
必
要
性
に
注
目
が

集
ま
っ
て
い
ま
す
。
日
本
政
府
は
自

国
の
番
組
コ
ン
テ
ン
ツ
の
海
外
発
信

を
強
化
す
る
た
め
、
字
幕
や
吹
き
替

え
作
業
と
い
っ
た
ロ
ー
カ
ラ
イ
ズ
や

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
支
援
に
乗

り
出
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
日
本
の
番
組
コ
ン
テ
ン

ツ
は
そ
の
多
く
が
国
内
で
の
消
費
に

と
ど
ま
っ
て
き
ま
し
た
が
、
海
外
か

ら
ク
ー
ル
（
素
敵
な
）
と
評
さ
れ
る

番
組
コ
ン
テ
ン
ツ
に
つ
い
て
積
極
的

に
輸
出
を
図
る
「
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
」

戦
略
な
ど
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
海

外
展
開
の
た
め
の
試
行
錯
誤
が
続
い

て
い
ま
す
。
著
作
権
処
理
問
題
に
象

徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
海
外
展
開
の
た

め
の
シ
ス
テ
ム
が
十
分
に
機
能
し
て

い
な
い
た
め
、
例
え
ば
、
政
府
主
導

で
番
組
コ
ン
テ
ン
ツ
の
海
外
流
通
を

促
進
し
て
き
た
韓
国
な
ど
に
比
べ
る

と
、
対
応
が
後
手
に
回
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
後
の
海
外
に
向
け
た

番
組
コ
ン
テ
ン
ツ
の
展
開
を
考
え
る

た
め
に
、
人
口
や
G
D
P
（
国
内
総

生
産
）
な
ど
か
ら
将
来
の
市
場
と
し

て
潜
在
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
東

南
ア
ジ
ア
の
国
々
に
お
い
て
、
外
国

制
作
の
番
組
コ
ン
テ
ン
ツ
が
ど
の
よ

う
に
視
聴
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い

て
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

調
査
結
果
の
一
部
を
紹
介
し
ま

す
。
各
国
の
モ
ニ
タ
ー
を
対
象
に
視

聴
ジ
ャ
ン
ル
に
つ
い
て
質
問
し
た
と

こ
ろ
、
タ
イ
で
は
多
く
の
国
の
番
組

コ
ン
テ
ン
ツ
に
つ
い
て
、
映
画
と
ド

ラ
マ
が
上
位
に
挙
が
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
日
本
の
番
組
コ
ン
テ
ン
ツ
に

関
し
て
は
、
ア
ニ
メ
が
最
も
人
気
が

高
く
、
次
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
、
映
画
、

ド
ラ
マ
が
ラ
ン
ク
イ
ン
し
ま
し
た
。

（
表
1
）

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
モ
ニ
タ
ー
を
対
象

に
実
施
し
た
調
査
か
ら
は
、
す
べ
て

の
国
の
テ
レ
ビ
番
組
の
上
位
に
挙

が
っ
た
の
は
映
画
で
あ
り
、
そ
れ
以

外
の
ジ
ャ
ン
ル
に
つ
い
て
は
日
本
が

ア
ニ
メ
、
韓
国
が
ド
ラ
マ
、
中
国
が

情
報
番
組
、
米
国
が
ス
ポ
ー
ツ
と

い
っ
た
よ
う
に
多
様
性
に
富
ん
で
い

ま
し
た
。（
表
2
）

　

調
査
は
W
e
b
調
査
と
い
う
手
法

を
用
い
り
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
予
算

と
時
間
の
中
で
、
海
外
の
人
々
か
ら

効
率
的
に
回
答
を
引
き
出
す
こ
と
が

で
き
る
一
方
で
、
モ
ニ
タ
ー
の
回
答

が
必
ず
し
も
そ
の
国
で
暮
ら
す
人
々

の
見
方
を
、
偏
り
な
く
正
確
に
反
映

し
て
は
い
な
い
と
い
っ
た
課
題
が
あ

る
た
め
、
調
査
手
法
に
つ
い
て
は
今

後
の
検
討
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
が
多
く
の
国
々

に
定
着
し
、
海
外
に
日
本
の
フ
ァ
ン

を
増
や
し
て
い
く
た
め
に
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
国
々
に
お
け
る
視
聴
形
態

や
好
み
な
ど
を
詳
細
に
調
査
し
た
上

で
、
現
地
の
目
線
を
持
っ
た
番
組
コ

ン
テ
ン
ツ
や
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
展
開
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の

一
助
と
な
る
よ
う
な
調
査
・
研
究
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

お
す
す
め
書
籍

●
渡
辺
靖
／
2
0
1
1
／
『
文
化
と
外

交
：
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー

の
時
代
』
中
央
公
論
新
社

堀木先生の「観光資源論」を受講して
います。観光資源には限りがあり、そ
れをどういった形で保存・活用してい
くかが特に大切であることを知りまし
た。履修後は、同じ観光地へ行くにし
ても、見る視点が変わり、一層観光資
源に興味を持ちました。

　観光経営学科 3 年　永井 亜佳音さん

日本 韓国 香港・台湾 中国 米国 その他の国

1 位 アニメ 46.5 ドラマ 51.0 映画 33.5 映画 34.5 映画 56.0 映画 12.5

2 位 バラエティー 36.5 映画 39.5 ドラマ 25.5 ドラマ 26.0 情報番組 38.5 情報番組 10.5

3 位 映画 36.0 バラエティー 38.0 バラエティー 21.0 情報番組 21.0 スポーツ 34.0 ドラマ 10.0

4 位 ドラマ 36.0 音楽番組 31.0 情報番組 16.5 バラエティー 20.0 ドラマ 31.5 スポーツ 9.5

5 位 音楽番組 26.0 アニメ 17.0 音楽番組 14.5 アニメ 15.0 音楽番組 30.5 バラエティー 8.0

6 位 情報番組 24.0 スポーツ 15.0 スポーツ 14.0 音楽番組 13.5 バラエティー 26.5 音楽番組 7.5

7 位 スポーツ 17.5 情報番組 14.5 アニメ 13.0 スポーツ 12.5 アニメ 15.0 その他の
番組 4.0

8 位 その他の
番組 8.0 その他の

番組 6.5 その他の
番組 7.5 その他の

番組 6.5 その他の
番組 10.0 アニメ 3.5

9 位 まったく
見ない 10.5 まったく

見ない 15.5 まったく
見ない 30.5 まったく

見ない 33.0 まったく
見ない 6.5 まったく

見ない 69.5

日本 韓国 香港・台湾 中国 米国 その他の国

1 位 アニメ 68.0 ドラマ 61.0 映画 25.5 映画 27.5 映画 73.5 映画 18.0

2 位 映画 39.0 映画 35.0 ドラマ 25.5 ドラマ 22.5 スポーツ 58.0 情報番組 16.0

3 位 情報番組 32.5 音楽番組 20.5 情報番組 23.0 情報番組 17.0 音楽番組 54.0 スポーツ 13.5

4 位 ドラマ 25.0 情報番組 20.0 バラエティー 17.5 バラエティー 15.0 情報番組 53.5 その他の
番組 13.0

5 位 バラエティー 18.0 アニメ 18.5 アニメ 13.5 アニメ 14.5 バラエティー 42.5 ドラマ 9.5

6 位 スポーツ 17.0 バラエティー 18.5 音楽番組 11.5 音楽番組 14.5 ドラマ 39.5 アニメ 9.0

7 位 音楽番組 14.5 その他の
番組 11.5 スポーツ 11.0 スポーツ 12.5 アニメ 25.5 音楽番組 8.5

8 位 その他の
番組 13.5 スポーツ 11.0 その他の

番組 10.0 その他の
番組 11.5 その他の

番組 25.5 バラエティー 7.5

9 位 まったく
見ない 11.0 まったく

見ない 12.5 まったく
見ない 26.5 まったく

見ない 26.0 まったく
見ない 1.5 まったく

見ない 56.5

【表1】国別テレビ番組の視聴ジャンル（タイ）
（出典：松本裕美、田中則広「日本の番組コンテンツの国際展開および受容実態に関する調査」
『放送研究と調査』第67巻第1号、2017年1月、77頁）

【表2】国別テレビ番組の視聴ジャンル（フィリピン）
（出典：松本裕美、田中則広「日本の番組コンテンツの国際展開および受容実態に関する調査」
『放送研究と調査』第67巻第1号、2017年1月、80頁）

（N＝200） （N＝200）

教員からの「 」  ――学生に伝えたいこと
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教育学部こども教育学科

松
まつばら

原 健
た け し

司 先生

　

今
回
、
研
究
テ
ー
マ
の
紹
介
と

い
う
依
頼
を
受
け
て
、
正
直
な
と

こ
ろ
、
少
し
困
り
ま
し
た
。
と
い

う
の
も
、
淑
徳
大
学
で
過
ご
す
間

に
研
究
テ
ー
マ
は
変
わ
り
続
け
て

き
た
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
本
稿

で
は
、
そ
の
経
緯
を
ふ
り
か
え
り

つ
つ
、
私
の
研
究
テ
ー
マ
を
紹
介

し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

1
9
9
7
年
に
埼
玉
キ
ャ
ン
パ

ス
に
奉
職
し
た
頃
、
私
の
研
究
テ
ー

マ
は
、
安
定
同
位
体
を
使
っ
た
水

生
生
物
の
食
物
連
鎖
の
解
析
、
熱

帯
林
に
お
け
る
窒
素
・
炭
素
の
循

環
解
析
で
し
た
。
実
験
機
器
と
多

額
の
資
金
を
要
す
る
研
究
の
一
部

を
担
う
も
の
で
す
。
当
時
、
本
キ
ャ

ン
パ
ス
周
辺
で
は
廃
棄
物
の
不
完

全
燃
焼
に
端
を
発
す
る
環
境
問
題

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
当

時
本
学
に
お
ら
れ
た
北
野
大
（
ま

さ
る
）
先
生
を
代
表
と
し
た
研
究
グ

ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
、
こ
の
問

題
の
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
研
究
は
、
さ
ら

に
欧
州
の
環
境
政
策
や
環
境
教
育
、

中
山
間
地
域
の
地
元
資
源
を
活
用

し
た
地
域
活
性
化
政
策
な
ど
の
調

査
へ
と
広
が
る
一
方
、
実
験
機
器

を
使
う
研
究
を
続
け
る
こ
と
は
難

し
く
な
っ
て
行
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
教
員
に
求
め
ら
れ
る
学

生
対
応
も
多
様
化
し
た
こ
と
に
加

え
、
も
と
も
と
人
間
そ
の
も
の
に
も

興
味
が
あ
っ
た
私
は
、
2
0
0
6
年

に
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
資
格
を
、

2
0
0
8
年
に
は
キ
ャ
リ
ア
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
資
格
を
取
得
し
、
産

業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
養
成
講
座
の
実
技

指
導
に
も
関
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
研
究
よ
り
実
務
的
な
活

動
で
す
。
し
か
し
、
結
果
と
し
て
こ

の
経
験
が
、
高
大
連
携
の
キ
ャ
リ
ア

教
育
教
材
の
作
成
に
役
立
ち
、
教
育

学
部
の
初
年
次
教
育
の
内
容
立
案
・

実
施
・
効
果
検
証
な
ど
に
も
繋
が
り

ま
し
た
。
ま
た
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
い
う
授
業
を
通

じ
て
、
深
い
学
び
を
得
る
授
業
の
あ

り
方
を
考
え
る
こ
と
に
も
繋
が
っ
て

い
ま
す
。
現
在
は
、
教
育
学
部
の
先

生
方
と
共
に
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
の

教
育
効
果
や
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
の
効
果
の
検

証
に
関
す
る
研
究
も
始
め
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
私
か
ら
の
お
勧
め
は
、

「
芸
術
・
無
意
識
・
脳
―
精
神
の
深

淵
へ
：
世
紀
末
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
現
代

ま
で
」
で
す
。
2
0
0
0
年
に
ノ
ー

ベ
ル
医
学
・
生
理
学
賞
を
受
賞
し
た

エ
リ
ッ
ク
・
カ
ン
デ
ル
先
生
が
、
人

の
無
意
識
を
め
ぐ
る
芸
術
と
科
学
の

1
0
0
年
史
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

人
の
心
や
無
意
識
の
源
を
探
っ
て
い

く
営
み
の
多
様
さ
や
面
白
さ
を
た
っ

ぷ
り
味
わ
え
る
一
冊
で
す
。
た
ま
に

は
、
こ
ん
な
本
に
挑
戦
し
て
み
る
の

も
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
水
中
の
微
小
な
生
物
を

対
象
と
し
た
研
究
か
ら
始
ま
り
、
生

態
系
と
人
の
関
わ
り
を
経
て
、
今
は

人
間
そ
の
も
の
の
生
き
方
、
在
り
方

へ
と
、
進
化
を
辿
る
よ
う
に
私
の
研

究
テ
ー
マ
は
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
ま
た
、
変
わ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

お
す
す
め
書
籍

●
エ
リ
ッ
ク
・
R
・
カ
ン
デ
ル
／
2
0
1
7

／
『
芸
術
・
無
意
識
・
脳
―
精
神
の
深

淵
へ
：
世
紀
末
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
現
代
ま

で
』
九
夏
社

わたしの

「提言」

5

“今ここで、できること”から

たどり着いたこと

松原先生の「チームワークとリーダーシップ」
を受講しています。ただ講義を聞くだけでな
く、授業の中で自己分析し提出した課題に
対して、論理的かつ具体的な助言と評価が
返ってくるので、大学の講義を受けている実
感が湧きました。

　教育学科 1 年　福岡 良介さん

　

今
年
も
暑
い
夏
に
淑
徳
大
学
恒
例

の
「
教
採
二
次
対
策
」が
8
月
上
旬
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
対
策
は
始

ま
っ
て
14
年
に
も
な
り
ま
す
。
教
員

に
な
る
夢
を
実
現
す
る
た
め
の
二
次

試
験
関
門
突
破
の
た
め
現
役
生
は
も

ち
ろ
ん
卒
業
生
で
講
師
を
し
て
い
る

元
学
生
た
ち
も
学
び
に
来
て
く
れ
ま

す
。
14
年
間
の
二
次
対
策
で
は
沢
山

の
ド
ラ
マ
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
何
故

な
ら
こ
の
対
策
は
単
な
る
教
員
合
格

を
目
指
す
た
め
の
受
験
対
策
講
座
で

は
な
い
か
ら
で
す
。

　

特
別
支
援
教
育
を
中
心
と
し
て
「
自

分
は
何
の
た
め
に
生
き
て
い
る
の
か
」

「
子
ど
も
達
が
好
き
な
だ
け
で
は
教
員

に
は
な
れ
な
い
」「
生
き
に
く
さ
を
抱

え
て
い
る
子
ど
も
達
に
寄
り
添
い
共

に
生
き
る
と
は
？
」と
受
講
生
の
誰
も

が
真
剣
に
苦
悩
し
ま
し
た
。

　

だ
か
ら
、
毎
日
、
何
の
た
め
に
生

き
て
い
る
の
か
、
子
ど
も
の
幸
せ
を

願
う
仕
事
に
就
く
と
い
う
こ
と
は
ど

の
よ
う
な
生
き
方
が
求
め
ら
れ
る
の

か
と
自
問
自
答
し
、
時
に
は
心
を
揺

さ
ぶ
ら
れ
自
身
の
生
き
方
を
顧
み
て

涙
す
る
学
生
も
多
数
い
ま
す
。
そ
の

経
験
を
通
し
た
結
果
、
各
自
が
教
師

と
し
て
納
得
の
す
る
生
き
方
を
見
出

し
、
日
々
子
ど
も
達
と
共
に
活
動
で

き
る
幸
せ
と
喜
び
を
実
感
し
て
教
育

現
場
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
日
々
を
送
る
こ
と
の

で
き
る
「
源
」は
多
く
の
仲
間
と
共
に

真
剣
に
生
き
た
淑
徳
大
学
そ
の
も
の

に
あ
り
、
卒
業
生
た
ち
は
肌
で
感
謝

報
恩
の
気
持
ち
を
感
じ
取
り
、「
感
恩

奉
仕
」を
自
身
の
生
き
方
に
し
て
い
る

の
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
今
あ

る
「
自
分
」は
淑
徳
大
学
の
仲
間
、
先

生
や
職
員
の
方
た
ち
の
お
か
げ
で
あ

る
と
感
じ
取
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
毎

夏
休
暇
を
取
っ
て
で
も
来
て
く
れ
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

少
な
い
夏
季
休
暇
を
利
用
し
て
、
教

師
に
な
ろ
う
と
志
を
持
っ
て
頑
張
っ

て
い
る
後
輩
た
ち
を
少
し
で
も
応
援

し
役
に
立
ち
た
い
と
願
う
気
持
ち
は
、

昨
年
の
、
い
や
数
年
前
の
自
身
の
姿

に
重
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

の
時
の
先
輩
た
ち
の
応
援
が
心
に
し

み
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
は
一
家
で
来
て
く
れ
た
の
が

4
組
、
そ
の
内
1
組
は
、
新
幹
線
で
富

山
か
ら
来
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
千

葉
県
か
ら
は
毎
日
多
数
の
先
輩
た
ち

が
ひ
っ
き
り
な
し
に
来
て
く
れ
ま
し

た
。
先
輩
の
子
ど
も
達
を
前
に
し
て

の
模
擬
授
業
、
先
輩
た
ち
の
に
わ
か

面
接
官
で
の
面
接
練
習
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
、
刺
激
を
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
他
大
学
に
は
な
い
誇
れ

る
も
の
が
淑
徳
大
学
に
は
あ
り
ま
す
。

良
信
先
生
が
「
人
の
子
も
わ
が
子
と
思

い
尽
く
せ
」「
世
の
た
め
、
人
の
た
め

に
尽
く
す
こ
と
が
己
の
た
め
で
あ
り

己
の
幸
せ
に
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。」

そ
し
て
「
そ
の
生
き
方
こ
そ
が
感
恩
奉

仕
だ
」と
54
年
前
、
接
心
会
の
講
話
で

話
し
て
く
れ
た
こ
と
を
改
め
て
噛
み

し
め
る
夏
の
対
策
講
座
で
し
た
。

　

教
員
と
い
う
天
職
と
使
命
を
見
出

し
笑
顔
満
面
で
来
て
く
れ
る
卒
業
生

の
顔
は
ま
ぶ
し
く
、
そ
れ
を
受
け
継

い
で
現
役
学
生
達
を
励
ま
し
て
く
れ

る
次
世
代
の
「
幼
子
」も
逞
し
く
、
良

信
先
生
の
「
新
に
社
会
に
貢
献
で
き
る

人
材
育
成
」は
今
で
も
受
け
継
が
れ
て

い
く
の
だ
と
し
み
じ
み
思
い
ま
し
た
。

わたしの

「提言」

6

教
員
採
用
試
験

夏
の
二
次
対
策
と
感
恩
奉
仕

教員からの「 」  ――学生に伝えたいこと

総合福祉学部教育福祉学科

川
か わ ま た

眞田 喜
き よ こ

代子 先生

8 7
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映像コンテンツに字幕を付ける仕事している相曾さん。時に

はリアルタイムで迅速に、時にはじっくり作り込み、見てい

る人がどんな状況でも、的確に情報が伝わる工夫をしていま

す。一見、福祉の現場とは距離がありそうなメディア業界に

相曾さんが就職したのは、大学時代のゼミでの経験が原点に

なっていました。

相曾 紗良亜さん
WOWOWエンタテインメント株式会社　勤務

AISO Saraa

　
日
々
、
世
界
の
あ
ち
こ
ち
で
熱
い
戦

い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
舞

台
。
そ
の
中
継
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
字

幕
を
載
せ
る
の
が
、
相
曾
さ
ん
が
働
く

現
場
で
す
。
海
外
サ
ッ
カ
ー
、
グ
ラ
ン

ド
ス
ラ
ム
テ
ニ
ス
な
ど
、
次
に
何
が
起

き
る
か
分
か
ら
な
い
緊
張
感
と
ス
ピ
ー

ド
感
の
中
、
音
声
を
的
確
に
字
幕
に
し

ま
す
。
生
字
幕
以
外
に
も
映
画
や
ド
ラ

マ
の
字
幕
を
付
け
る
な
ど
、
20
代
に
し
て

豊
富
な
経
験
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
相
曾
さ
ん
と
字
幕
を
結
び
つ
け

た
原
点
は
、
淑
徳
で
の
大
学
時
代
に
あ
り

ま
し
た
。

　「
ゼ
ミ
に
い
た
頃
、
聴
覚
障
が
い
の
友
達

と
字
幕
放
送
を
見
た
り
、
自
分
た
ち
で
も

映
像
に
字
幕
を
付
け
て
み
る
と
い
う
機
会

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
字
幕
放
送
を
見

て
、
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
み
ん
な
が
笑
っ

た
の
が
、
と
て
も
印
象
的
だ
っ
た
ん
で
す
。

　
就
職
活
動
が
な
か
な
か
上
手
く
い
か
ず
、

ど
う
し
よ
う
？
と
思
っ
た
時
、
そ
う
だ
原

点
に
戻
ろ
う
、
ゼ
ミ
で
の
経
験
を
活
か
そ

う
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
実
際
に
字

幕
を
作
る
仕
事
が
あ
る
事
を
知
り
、
就
職

先
を
選
ぶ
事
が
で
き
ま
し
た
」。

　
広
告
消
費
論
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
関
係
や
、

社
会
学
や
心
理
学
な
ど
、
人
に
関
す
る
授
業

に
関
心
を
持
ち
、
福
祉
も
学
ん
だ
大
学
時

代
。「
目
の
前
の
事
を
ひ
た
す
ら
頑
張
っ
て

い
る
う
ち
に
、
気
が
付
い
た
ら
こ
こ
ま
で
来

た
と
い
う
感
じ
」
と
笑
い
ま
す
。
今
で
も
目

の
前
の
ス
ポ
ー
ツ
中
継
に
集
中
し
、
リ
ー
グ

や
大
会
が
終
わ
っ
た
り
、
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
に

名
前
が
出
る
と
「
や
り
切
っ
た
！
」
と
い
う

達
成
感
に
包
ま
れ
る
そ
う
で
す
。

　
最
近
で
は
映
画
の
字
幕
に
も
力
を
入
れ
、

セ
リ
フ
以
外
に
（
ノ
ッ
ク
）
や
（
足
音
）
な
ど

の
ト
書
き
を
入
れ
た
り
、
誰
が
喋
っ
て
い

る
の
か
名
前
を
出
し
て
、
文
字
だ
け
見
て

も
楽
し
め
る
字
幕
作
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
字
幕
は
、
今
や
高
齢
者
や
聴

覚
障
が
い
者
の
方
々
に
限
ら
ず
、
あ
ら
ゆ

る
人
に
ニ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。
ス
マ
ホ
で

映
像
を
見
る
時
、
音
を
出
せ
な
い
環
境
に

い
る
事
も
多
い
で
し
ょ
う
。
電
車
や
病
院

の
中
な
ど
、
映
像
の
み
を
流
す
場
も
増
え

て
い
ま
す
。
字
幕
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
身

近
な
存
在
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
そ
こ
で
相
曾
さ
ん
が
期
待
す
る
の
が
、

屋
外
で
の
字
幕
活
用
で
す
。

　「
淑
徳
ス
ペ
シ
ャ
ル
ナ
イ
タ
ー
で
も
や
ら

せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
ス
ポ
ー
ツ
会
場
や

劇
場
と
い
っ
た
リ
ア
ル
な
場
に
も
字
幕
を

提
供
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
人
に
感
動
を
味
わ
っ

て
も
ら
い
た
い
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
も
あ
る
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な

競
技
で
字
幕
を
付
け
る
事
が
で
き
た
ら
嬉

し
い
で
す
」。

　
そ
し
て
卒
業
し
て
ま
だ
6
年
の
相
曾
さ

ん
で
す
が
、
社
会
人
と
触
れ
合
う
機
会
の
あ

る
今
の
学
生
は
羨
ま
し
い
と
言
い
ま
す
。

　「
淑
徳
ス
ペ
シ
ャ
ル
ナ
イ
タ
ー
の
関
係
で
、

淑
徳
の
学
生
さ
ん
と
メ
ー
ル
を
や
り
取
り

し
て
い
る
の
で
す
が
、
自
分
の
学
生
時
代

は
、
企
業
の
人
と
こ
ん
な
経
験
を
す
る
事
は

な
か
っ
た
の
で
、
と
て
も
い
い
な
と
思
い
ま

し
た
。
や
は
り
学
生
時
代
に
色
々
な
経
験
を

し
て
お
く
事
は
大
切
で
す
。
自
分
の
力
で
頑

張
る
だ
け
で
な
く
、
大
学
が
提
供
し
て
く
れ

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
う
ま
く
活
用
し
、
自
分
の

財
産
に
す
る
の
も
い
い
で
す
よ
ね
」。

　
淑
徳
か
ら
メ
デ
ィ
ア
業
界
に
行
く
学
生

は
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
メ
デ
ィ
ア
業
界
に
は
、
福
祉
マ
イ
ン

ド
を
持
っ
た
人
が
活
躍
で
き
る
フ
ィ
ー
ル

ド
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
相
曾
さ
ん
が

聴
覚
障
が
い
の
友
人
と
字
幕
を
見
て
、
そ

の
必
要
性
を
強
く
感
じ
た
事
も
今
に
繋

が
っ
て
い
ま
す
。

　
相
曾
さ
ん
も
就
職
活
動
で
壁
に
ぶ
つ

か
っ
た
こ
と
で
、
初
め
て
字
幕
と
い
う
可

能
性
が
見
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
頂
い
た
の

が
、「
み
な
さ
ん
に
も
広
い
視
野
で
、
就
職

の
選
択
肢
を
考
え
て
頂
き
た
い
で
す
」
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
ぜ
ひ
大
学
で
の
経
験
を

振
り
返
り
、
ま
た
大
学
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
自
分
の
可
能
性
を
広
げ
て
く
だ
さ
い
。

多
く
の
人
に
的
確
に
情
報
が
伝
わ
る
よ
う
に

字
幕
の
可
能
性
を
も
っ
と
広
げ
た
い

2012年 総合福祉学部卒業。スポーツ中継での字幕放送を担当する他、

屋外での字幕活用などにも意欲を見せている。

223
No.

【松山ゼミで江の島へ合宿に行った時の 1枚】
この時、みんなで 1 つの部屋に集まってテレ
ビを見たことが今の仕事を見つけるきっかけで
した。海岸で「MATSUYAMA」の格好をした
写真をみんなで撮ってその写真を使ったボード
を松山先生にプレゼントしました。

【卒業式での１枚】
今でも集まる仲間のうちの 2 人は地元ま
で一緒でよく大学まで一緒に来たりしてい
ました。違う学科でも同じ授業が受けられ
たりアドミッションオフィススタッフをやっ
たりと人生で一番友達の多かった時代か
もしれない…！
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「淑徳大学広報誌」に関するご意見、ご感想などのメールをお待ちしております! reply@soc.shukutoku.ac.jp

千葉キャンパス
総合福祉学部　コミュニティ政策学部　大学院 総合福祉研究科

〒260-8701  千葉県千葉市中央区大巌寺町200
TEL：043-265-7331

千葉第二キャンパス
看護栄養学部　大学院 看護学研究科　

〒260-8703  千葉県千葉市中央区仁戸名町673
TEL：043-305-1881

埼玉キャンパス
経営学部　教育学部

〒354-8510  埼玉県入間郡三芳町藤久保1150-1　
TEL：049-274-1511

東京キャンパス
人文学部　淑徳大学短期大学部

〒174-0063  東京都板橋区前野町6-36-4
TEL：03-3966-7631

栄養学科 教授

尾形 真規子先生

　今年は例年になく暑く、外に出て過ごすこ

とが少ない夏でした。

　紫外線による皮膚の色素沈着や発がんな

どの悪影響を避けるため、最近では、子供

でも紫外線防御をします。しかし、皮膚への

紫外線照射は、ビタミンDの合成に大切で

す。血液中のビタミンＤのほとんどは、紫外

線刺激により体内でコレステロールの中間代

色白は七難隠すというけれど。
謝産物から合成されているのです。日本人の

特に女性では、半数がビタミンＤ欠乏症で

す。血中ビタミンＤの低値は、筋肉の萎縮や

骨折、２型糖尿病の発症リスクとなり、寿命

の短縮に関わることがわかっています。妊娠

可能年齢や、骨折リスクの高い閉経後の女

性では特に、関東地方では一日１時間程度

の日光暴露が必要と言われています。

学園祭＆ホームカミングデーのお知らせ

　今春に入職しました、安田と申します。淑徳大学に勤めて早半年、あっ
という間に季節は秋になりました。
　気候も良くなった秋はアクティブに過ごす方も多いのではないでしょう
か。学生時代の思い出ですが、友人と一緒に自転車でJR山手線１周を試
みました。すると、高田馬場駅近くで「点字図書館」という看板を見つけ、

「本は目で読むもの」という固定観念が崩されたことを覚えています。後日、
図書館の見学もさせて頂き、視野が広がりました。
　学生が主役の「Together」ですが、今号の特集記事は教員を取り上げま
した。各学部の先生から専門的な知識や長年の経験を活かして、皆様に伝
えたい想いをまとめて頂きました。何か考えるきっかけ、刺激になると嬉
しいです。今年も残り3ヵ月ですが、読書の秋、食欲の秋、スポーツの秋。
皆様にとって実りある秋になりますように。（安田）

編集後記

埼　玉 Campus千　葉 Campus　

第23回 淑徳祭
飛華繚乱 〜千二百本の花咲き誇れ〜
開催日10月20日　 ・21日

ホームカミングデー
10月21日（日）
　15：00 ～ 16：30	懇親会（受付14：30 ～）
［同日企画］
　13：00 ～ 13：30	淑徳大学同窓会	埼玉県支部総会
　13：30 ～ 14：30	教育について語る会

第55回 淑徳祭 〜つきかげ祭〜

〜世界で1番熱い秋〜
開催日11月24日　 ・25日

ホームカミングデー
11月24日（土）
　14：00 ～【講演会・懇親会】（受付13：30 ～）	
　※パラスポーツアスリートの方の講演を予定しています。

※画像は イメージですので、実物とは異なる場合がございます。

土 日

東　京 Campus

第52回 龍澤祭
輝くーそれぞれのテーマを胸にー
開催日10月27日　 ・28日

27日には、よしもとお笑いライブ開催！

ホームカミングデー
10月27日（土）12：30 ～オープニングセレモニー（受付12：00 ～）

　12：50 ～【講演会】演題「一隅を照らす」―淑徳の学びと実践―

	 講師	野
ところ

老	真
ま り こ

理子氏（大里綜合管理（株）	代表取締役社長）

　13：50 ～【特別企画】「寮生放談」若樹寮VS雄飛寮
　15：00 ～【懇親会】

土 日

土 日
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